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引
き
続
き
午
後
か
ら
は
、
さ
つ

ま
町
民
大
会
が「
ひ
と
・
自
然　

元

気
か
が
や
く　

さ
つ
ま
町
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
会
場
は

溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
発
表
で
は
、
こ
と
ぶ

き
高
齢
者
大
学
童
謡
教
室
と
鶴
田

幼
稚
園
に
よ
る
合
唱
、
さ
つ
ま
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議
に
よ
る
活

動
発
表
、
さ
つ
ま
町
青
年
団
に
よ

る
活
動
報
告
と
息
の
合
っ
た
歌
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
つ
ま
美
術
展
や
読

書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
の
各
種
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
に
よ

る
「
歌
う
こ
と
、
演
じ
る
こ
と
、

そ
し
て
生
き
る
こ
と
」
と
題
し
た

記
念
講
演
で
は
、
若
く
し
て
走
り

始
め
た
俳
優
人
生
に
あ
っ
て
、
人

と
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
う
こ
と
が

身
を
助
け
て
き
た
こ
と
、
「
幸
福

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
や
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
の
映
画
に
ま
つ
わ
る

話
で
は
、
人
の
成
長
を
人
生
を
か

け
て
演
じ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
語

ら
れ
ま
し
た
。
包
み
込
む
よ
う
な

優
し
い
声
で
の
朗
読
や
随
所
で
の

温
か
い
歌
で
、
参
加
者
の
心
を
浮

き
立
た
せ
、
時
に
涙
を
誘
い
、
参

加
し
た
人
々
は
す
っ
か
り
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
飾
り
気
の
な
い

口
調
で
参
加
者
の
質
問
に
応
じ
る

と
、
会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
福
祉
団
体
な

ど
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

高
齢
者
学
級
、
生
涯
学
習
講
座
受

講
生
に
よ
る
作
品
展
示
も
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
学
び
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
想
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

歌も披露してくださった倍賞さん

ことぶき高齢者大学と鶴田幼稚園の発表

　

２
月
15
日
、
さ
つ
ま
町
10
周
年

記
念
式
典
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
好
交
流
町
で
あ
る
青
森
県
鶴

田
町
出
身
の
長
峰
健
一
氏
と
葛
西

頼
之
氏
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
共

演
、
求
名
地
区
の
下
手
鷹
踊
り
保

存
会
に
よ
る
鷹
踊
り
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
10
周
年
記
念
特
別

表
彰
で
は
、
『
特
別
功
労
者
』

『
永
年
勤
続
』
『
特
別
表
彰
』
の

３
部
門
で
町
政
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
33
人
の
方
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
小
学
校
全
14
校

に
よ
る
『
10
年
後
の
君
へ
』
を
テ

ー
マ
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ

の
上
映
や
、
『
未
来
の
さ
つ
ま

町
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
募
集
し
た

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
最
優

秀
賞
受
賞
者
の
発
表
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
『
未
来
へ
の
誓
い
』
で

は
小
学
生
５
人
が
ふ
る
さ
と
「
さ

つ
ま
町
」
へ
の
誓
い
を
元
気
に
読

み
上
げ
、
最
後
は
友
好
交
流
町
で

あ
る
中
種
子
町
の
郷
土
芸
能
『
増

田
周
袈
裟
女
踊
り
』
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

③

④ ⑤

⑨⑧⑦

⑩

⑥

②

青
森
県
鶴
田
町

相
川
町
長
か
ら
花
器
の
贈
呈

◀

日
本
特
殊
陶
業
㈱
天
野
執
行
役
員

か
ら
寄
附
金
30
万
円
の
目
録
贈
呈

◀

関
西
さ
つ
ま
会
か
ら

祝
金
の
贈
呈

◀

菜々小町による鍋の振る舞い

高尾野いも煮会による鍋の振る舞い

①日髙町長による式辞　②未来への誓い　③町民憲章朗読　④⑤⑥「未来のさつま町」作文最優秀賞発表　

⑦津軽三味線（友好交流町・青森県鶴田町）　⑧鷹踊り（下手鷹踊り保存会）　⑨増田周袈裟女踊り（友好交流町・中種子町）

⑩ゆるキャラによるステージショー

さつま町10周年記念式典第10回 さつま町民大会
①

ありがとう
　ございました

詳しくは、15ページをご覧ください。

さつま町10周年  記念切手

フレーム切手が
できました

ま
す

だ
し
ゅ
う
け
さ
じ
ょ
お
ど
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（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

「
未
来
の
さ
つ
ま
町
」

　
　
　
作
文
最
優
秀
賞

2005年３月／『さつま町』誕生

2008年10月／ねんりんピック 2006年７月／鹿児島県北部豪雨災害

2007年３月／宮之城高等学校閉校式2009年３月／薩摩道路開通式2012年11月／基本協定締結2013年２月／激特事業復興之碑除幕式2014年10月／新庁舎落成式典 2010年11月／５周年記念式典

2011年10月／こども図書館開館

さ
つ
ま
町
10
年
の
あ
ゆ
み

2005200620072008200920102011201220132014
３
月　

宮
之
城
町
・
鶴
田
町
・
薩
摩
町
の
３
町
が
合
併
『
さ
つ
ま
町
』
誕
生

　
　
　

宮
之
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成

４
月　

薩
摩
中
央
高
等
学
校　

開
校

５
月　

さ
つ
ま
町
消
防
団　

発
足

９
月　

中
種
子
町
学
童
疎
開
60
周
年
記
念
交
流

11
月　

さ
つ
ま
町
誕
生
記
念
式
典　

開
催

　
　
　

町
民
憲
章
・
町
の
木
・
花
・
竹
・
鳥
・
昆
虫
を
発
表

４
月　

指
定
管
理
者
制
度
導
入　

指
定
管
理
者
と
協
定
書
調
印
式

　
　
　

さ
つ
ま
町
担
い
手
支
援
室
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
協
定
書
署
名
式

７
月　

中
種
子
町
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結

　
　
　

鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
宮
之
城
支
部
と

　
　
　
　

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
　

鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
の
発
生

10
月　

さ
つ
ま
警
察
署　

発
足
（
宮
之
城
警
察
署
か
ら
名
称
変
更
）

１
月　

町
民
セ
ン
タ
ー　

つ
る
だ
荘
の
廃
止

２
月　

株
式
会
社
日
特
製
作
所
進
出
に
伴
う
立
地
協
定
を
締
結

３
月　

宮
之
城
高
等
学
校
・
宮
之
城
農
業
高
等
学
校　

閉
校

４
月　

組
織
機
構
の
改
編
（
水
道
課
本
庁
集
約
・
建
設
課
本
庁
直
轄
方
式
）

　
　
　

カ
イ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
進
出
に
伴
う
立
地
協
定
を
締
結

　
　
　

町
立
永
野
保
育
所
の
廃
止

７
月　

町
立
薩
摩
診
療
所　

閉
所
式
（
民
間
移
管
）

10
月　

川
薩
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
全
線
開
通
（
広
域
営
農
団
地
地
域
農
道
整
備
事
業
完
工
式
）

２
月　

経
済
産
業
省
「
企
業
立
地
に
特
色
あ
る
取
組
を
し
て
い
る
市
町
村
」
に
さ
つ
ま
町
を
選
定

３
月　

さ
つ
ま
警
察
署
と
「
暴
力
団
員
に
よ
る
町
営
住
宅
等
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

５
月　

川
内
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
工
事
計
画
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
開
始
「
虎
居
城
跡
」

10
月　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
開
催
（
さ
つ
ま
町…
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
開
催
会
場
）

　
　
　

町
議
会
会
議
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の
開
始

12
月　

郵
便
事
業
株
式
会
社
加
治
木
支
店
と
「
災
害
に
係
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

３
月　

北
薩
横
断
道
路　

薩
摩
道
路
開
通
式
典
（
永
野
Ｉ
Ｃ
～
さ
つ
ま
観
音
滝
Ｉ
Ｃ　

開
通
）

６
月　

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
日
本
一
運
動
」
総
合
案
内
係
を
設
置

７
月　

副
町
長
の
定
数
削
減
（
２
人
か
ら
１
人
へ
）

９
月　

薩
摩
郡
医
師
会
病
院
へ
高
度
医
療
機
器
等
賃
借
調
印
式

11
月　

「
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
in
川
内
川
」
開
催

３
月　

川
内
川
激
特
事
業　

川
原
橋
架
替
工
事
完
了
全
面
供
用
開
始

４
月　

組
織
機
構
の
再
編
（
総
合
支
所
を
支
所
へ
、
支
所
の
課
を
廃
止
）

　
　
　

さ
つ
ま
観
光
夢
大
使
制
度
を
創
設

　
　
　

口
蹄
疫
対
策
本
部
の
設
置

５
月　

口
蹄
疫
対
策
緊
急
事
態
宣
言

７
月　

さ
つ
ま
林
産
株
式
会
社
進
出
に
伴
う
立
地
協
定
を
締
結

11
月　

さ
つ
ま
町
５
周
年
記
念
式
典　

開
催
（
表
彰
・
さ
つ
ま
町
民
音
頭
製
作
発
表
）

　
　
　

青
森
県
鶴
田
町
と
友
好
交
流
協
定　

締
結

２
月　

求
名
小
学
校
狩
宿
分
校
閉
校　

記
念
式
典
開
催

３
月　

川
内
川
激
特
事
業　

東
橋
架
替
工
事
完
了
全
面
供
用
開
始

６
月　

川
内
川
激
特
事
業　

夜
星
川
橋
架
替
工
事
完
了
全
面
供
用
開
始

７
月　

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
）
の
公
開
放
送
（
５
周
年
記
念
行
事
）

９
月　

フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社
と
の
立
地
協
定
を
締
結

10
月　

こ
ど
も
図
書
館 

～
え
ほ
ん
の
森
～ 

開
館

11
月　

さ
つ
ま
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
ス
タ
ー
ト

　
　
　

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決
定

３
月　

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

５
月　

青
森
県
鶴
田
町
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

８
月　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
営
業
課
長
＆
宣
伝
隊
長
に
任
命

　
　
　

中
種
子
町
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

11
月　

株
式
会
社
大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
と
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
係
る
基
本
協
定
を
締
結

　
　
　

新
庁
舎
建
設
工
事
の
開
始

　
　
　

川
内
川
激
特
事
業　

山
崎
橋
及
び
宮
都
大
橋
架
替
工
事
完
了　

全
面
供
用
開
始

　
　
　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
自
動
販
売
機
の
設
置
（
南
九
州
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
株
式
会
社　

提
案
）

２
月　

さ
つ
ま
町
豪
雨
災
害
復
興
祭
・
復
興
之
碑
除
幕
式
・
川
内
川
河
川
激
甚
災
害
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
緊
急
事
業
竣
工
式
を
開
催

　
　
　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
全
国
版
Ｃ
Ｍ
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
演
（
ア
サ
ヒ　

十
六
茶
）

３
月　

地
域
高
規
格
道
路　

北
薩
横
断
道
路
の
「
北
薩
ト
ン
ネ
ル
」
貫
通　

貫
通
式
を
開
催

４
月　

町
議
会
議
員
定
数
の
削
減
（
20
人
か
ら
16
人
へ
）

５
月　

県
北
部
豪
雨
災
害
復
興
記
念
「
せ
ん
で
川
祭
り
in
さ
つ
ま
町
」
を
開
催

８
月　

さ
つ
ま
町
夏
祭
り
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
視
聴
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　

「
ニ
コ
ニ
コ
町
会
議
in
さ
つ
ま
町
」
を
開
催　
　
　
　

９
月　

旧
宮
之
城
中
学
校
跡
地　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
工
事
完
了
（
愛
称…

さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
つ
ま
）

　
　
　

大
和
電
機
株
式
会
社
と
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
係
る
基
本
協
定
を
締
結
（
薩
摩
工
業
団
地
・
山
崎
駅
跡
）

１
月　

１
郡
１
町
連
絡
会
議
設
立
（
長
島
町
・
湧
水
町
・
さ
つ
ま
町
）

２
月　

新
庁
舎
へ
移
転　

業
務
の
開
始

８
月　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
配
信
の
運
用
開
始

９
月　

薩
摩
工
業
団
地　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
工
事
完
了
（
名
称…

や
ま
と
ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ン
ト
薩
摩
）

　
　
　

株
式
会
社
初
穂
進
出
に
伴
う
立
地
協
定
を
締
結

10
月　

新
庁
舎
落
成　

記
念
式
典
の
開
催

11
月　

さ
つ
ま
町
の
未
来
を
考
え
る
「
中
学
生
議
会
」
の
開
会

10
周
年
記
念
特
別
表
彰

特
別
功
労
者

永
年
勤
続

特
別
表
彰

【
地
方
自
治
功
労
者
】

　

元
さ
つ
ま
町
副
町
長　
　

和
気　

純
治

　

元
さ
つ
ま
町
議
会
議
長　

中
尾　

正
男

【
社
会
福
祉
功
労
者
】

　

元
薩
摩
郡
医
師
会
会
長
・
薩
摩
郡
医
師
会

　

病
院
院
長　
　
　
　
　
　

海
江
田　

康
光

　

元
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
腰　

佑
昭

　

元
さ
つ
ま
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
東　

寛
美

【
産
業
経
済
功
労
者
】

　

元
さ
つ
ま
町
畜
産
振
興
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

巖

　

元
さ
つ
ま
町
農
業
委
員
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

靖
孝

【
総
合
部
門
功
労
者
】

　

元
宮
之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

　

元
学
校
医　
　
　
　

故　

益
嵜　

滋
雄

【
地
方
自
治
功
労
者
】
　

　

元
地
区
行
政
推
進
員　
　

西
之
園　

洋
三

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

故　

井
上　

幸
一

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

久
木
野　

悟

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

肝
付　

兼
文

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

富
澤　

満
郎

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

藤
原　

範
幸

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

新
屋　

幸
治

　

元
公
民
会
行
政
連
絡
員　

小
丸　

昭
德

　

元
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仮
屋　

努

平成 17年平成 18年平成 19年平成 20年平成 21年平成22年平成23年平成24年平成25年平成26年

　

元
町
議
会
議
員　
　
　
　

平
田　

昇

　

元
町
議
会
議
員　
　
　
　

内
之
倉　

成
功

　

元
町
議
会
議
員　
　
　
　

市
來　

修

　

元
町
議
会
議
員　
　
　
　

麥
田　

博
稔

　

元
町
議
会
議
員　
　
　
　

楠
木
園　

洋
一

【
教
育
文
化
功
労
者
】
　

　

元
学
校
医　
　
　
　
　
　

島
田　

勝
彦

【
社
会
福
祉
功
労
者
】

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員　

得
永　

哲
也

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員　

久
德
ス
ミ
子

【
産
業
経
済
功
労
者
】

　

元
農
業
委
員
会
委
員　
　
　
　

誠
一

　

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

中
村　

勝
哉

　

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

児
玉　

周
次

　

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

中
山　

敬
志

【
一
般
篤
行
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
永　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ッ
木　

悦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
山　

善
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
前　

裕
夫

【
小
学
校
の
部
】

　

中
津
川
小
学
校
５
年　
　

松
下　

淳
平

　

「
さ
つ
ま
町
に
鉄
道
を
」

【
中
学
校
の
部
】

　

宮
之
城
中
学
校
３
年　
　

南　

龍
青

　

「
未
来
へ
の
第
一
歩
」

【
高
校
の
部
】

　

薩
摩
中
央
高
校
３
年　
　

吉
祥
庵
な
つ
み

　

「
ふ
る
さ
と
」
と
な
る
場
所
へ
の
思
い

子
ど
も
た
ち
の
健
全
・

育
成
に
長
期
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
の
感
謝
状



町長マニフェスト報告

６広報さつま７ 広報さつま

■
町
の
情
報
発
信
＝

イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
演
や
グ
ッ
ズ

を
開
発
す
る
な
ど
、
本
町
の
情
報
発
信
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
観
光
特
産
品
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
、
ま
た
、
観
光
夢

大
使
、
か
ぐ
や
姫
と
連
携
し
、
町
の
特
産

品
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
＝
研
究

会
を
中
心
に
各
種
の
体
験
学
習
・
修
学
旅

行
・
研
修
視
察
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

積
極
的
な
受
け
入
れ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
の

推
進
＝
県
内
外

か
ら
本
町
に
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
団
体

の
大
会
、
合
宿
等

誘
致
す
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

■
国
民
文
化
祭
＝
平
成
27
年
度
の
開
催

に
向
け
、
本
町
も
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

計
画
的
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
公
園
・
道
路
の
整
備
＝
北
薩
広
域

公
園
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
等
や
北
薩
横
断
道

路
等
の
整
備
促
進
の
た
め
、
毎
年
度
、
国

と
県
へ
要
望
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
住
環
境

の
整
備
＝
危
険
廃
屋
の
解
体
撤
去
並
び

に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
は
、
３
年
間
の
期
限
付
き
の
事
業
で
し

た
が
、
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
25
年
度
か
ら
、
個
人
住
宅
の
環
境
改
善

や
本
町
の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
定
住
促

進
の
た
め
「
周
辺
地
域
活
性
化
対
策
事

業
」
と
し
て
、
住
宅
の
建
築
、
購
入
に
対

し
て
の
助
成
制
度
も
新
設
し
ま
し
た
。

■
地
域
活
性
化
＝
町
内
20
の
全
地
区
公

民
館
に
地
域
担
当
の
役
場
職
員
92
人
を
配

置
し
、
『
地
域
づ
く
り
活
性
化
計
画
書
』

に
沿
っ
て
、
各
公
民
館
が
独
自
性
を
持
っ

て
実
施
す
る
事
業
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
女
性
い
き
い
き
推
進
会
議
や
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、

女
性
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成
＝
心
豊
か
な

青
少
年
育
成
の
た
め
、
「
あ
い
さ
つ
」
や

「
読
書
」
、
「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は

ん
」
を
町
民
運
動
と
し
て
重
点
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

■
職
員
の
資
質
向
上
＝
職
員
一
人
ひ
と

り
の
能
力
開
発
と
意
識
改
革
を
促
し
、
高

度
化
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
職
員
を
育
て
る
た
め
、
毎
年
度
、

各
種
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
庁
舎
建
設
＝
平
成
26
年
1
月
に
は
、

手
す
り
、
誘
導
表
示
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
や
目
的
別

の
色
分
け
、
連
続

し
た
窓
口
空
間
な

ど
、
来
庁
者
が
利

用
し
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
「
さ

つ
ま
町
役
場
新
庁

舎
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

■
公
共
施
設
の
管
理
＝
民
間
譲
渡
・

貸
付
・
廃
止
等
を
進
め
な
が
ら
、
現
在
、

利
用
計
画
の
な
い
町
有
財
産
の
売
却
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
職
員
の
定
員
管
理
＝
平
成
27
年
４
月

１
日
で
３
２
５
人
と
な
る
見
込
み
で
、
３

町
合
併
か
ら
の
10
年
間
で
１
０
０
人
の
減

少
と
な
り
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
＝
人
件
費
や
借
入
金
な

ど
の
縮
減
、
貯
金
の
増
加
等
で
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
国
か
ら
の
普
通
交
付

税
・
人
口
減
に
よ
る
町
税
の
減
少
、
一
方

で
は
、
保
健
福
祉
費
・
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
経
費
の
増
大
な
ど
が
大
き
な
課
題

と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
農
林
業
振
興
＝
総
合
調
整
を
行
う
専

任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
設
置
し
、
振
興
方

策
の
検
討
や
横
断
的
な
連
絡
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
町
が
推
進
す
る
農
産
物
や
特

産
品
づ
く
り
の
た
め
、
生
産
施
設
や
種
苗

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
「
薩
摩
の
さ
つ
ま
」
＝
Ｊ
Ａ
北
さ
つ

ま
と
連
携
し
、
米
、
梅
、
筍
な
ど
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
た
め
、
関
東
、
関
西
等
に

お
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
販
売

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
担
い
手
の
確
保
＝
認
定
農
業
者
、

新
規
就
農
者
の
確
保
及
び
集
落
営
農
を
図

る
た
め
の
包
括
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
鶴
田
地
区
で
受
託
組
合

が
結
成
さ
れ
、
町
内
の
集
落
営
農
組
織
は

23
と
な
り
ま
し
た
。

■
さ
つ
ま
牛
＝
優
良
雌
牛
保
留
・
導
入

促
進
や
肥
育
素
牛
導
入
促
進
を
は
じ
め
、

多
頭
飼
育
農
家
へ
の
飼
料
生
産
基
盤
や
簡

易
畜
舎
等
の
整
備
促
進
の
た
め
、
支
援
を

拡
大
し
ま
し
た
。

子
牛
の
せ
り
市
で
、

県
外
購
買
者
に
対

し
、
町
内
宿
泊
施

設
の
宿
泊
費
の
助

成
を
行
い
、
購
買

者
誘
致
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
竹
林
の
利
活

用
＝
平
成
26
年

度
か
ら
町
内
の
方

が
出
荷
す
る
パ
ル

プ
用
竹
材
の
竹
チ

ッ
プ
等
製
造
販
売

業
者
の
竹
の
買
取

り
単
価
を
１
㎏
当

た
り
１
円
か
ら
２

　
町
長
の
２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
策
公
約
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
「
誠
実
で
公
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
町
政
」
、
「
住
民
視
点
・
現

地
現
場
主
義
に
よ
る
対
話
と
協
働
の
町
政
」
、
「
効
率
と
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
町

政
」
の
３
つ
の
姿
勢
を
基
本
に
、
４
つ
の
戦
略
目
標
を
掲
げ
、
こ
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
元
気
の
出
る
農
林
・
商
工
業
の
町
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
住
み
た
い
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
財
政
健
全
化
に
よ
る
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
町

■
任
意
予
防
接
種
の

助
成
＝
平
成
25
年
度
か

ら
、
県
内
初
の
事
例
と

な
る
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
と

Ｂ
型
肝
炎
を
始
め
、
受

け
た
方
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
予
防

接
種
を
助
成
対
象
と
し
て
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
医
療
費
の
無
料
化
＝
平
成
25
年
度
か

ら
、
対
象
者
を
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で

拡
大
し
ま
し
た
。

■
子
ど
も
の
療
育
＝
様
々
な
支
援
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
利
用
者
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
＝
特
定
健
診
受
診
率
が

70
％
を
超
え
、
県
内
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

■
相
談
体
制
の
充
実
＝
児
童
生
徒
の
不

登
校
や
い
じ
め
等
を
無
く
す
る
た
め
に
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
相
談
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

■
学
校
の
安
全
安
心
＝
平
成
26
年
度
に

宮
之
城
中
学
校
体
育
館
の
工
事
が
完
成
し
、

目
標
で
あ
る
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
１
０

０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
通
学
路
の
安
全

対
策
で
は
、
警
察
並
び
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
を
始
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
学
校
内
外
に
お
い
て
の
安
全
体
制
を

高
め
て
い
ま
す
。

■
介
護
施
設
＝
地
域
密
着
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
型
施
設
の
新
設

や
２
施
設
の
増
床
な
ど
の
拡
充
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

■
地
域
公
共
交
通

＝
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
実
績
や
意
見
を

踏
ま
え
、
平
成
26
年

10
月
１
日
か
ら
、
路

線
の
統
合
及
び
ダ
イ

ヤ
改
正
を
実
施
し
ま

し
た
。

円
に
上
乗
せ
し
、
９
円
70
銭
に
し
ま
し
た
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
＝
平
成
26
年
度
か

ら
「
有
害
鳥
獣
対
策
係
」
を
新
設
し
、防
護

柵
設
置
と
捕
獲
の
両
面
か
ら
総
合
的
な
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

■
６
次
産
業
化
＝
６
次
産
業
化
（
農
産

物
生
産
・
加
工
・
流
通
販
売
）
を
推
進
す

る
た
め
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
農
産
加
工

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
施
設
設
備
の
助
成

を
行
い
ま
し
た
。

■
林
業
の
再
生
＝
各
種
の
計
画
に
基
づ

き
、
間
伐
等
や
、
高
性
能
機
械
の
導
入
の

推
進
、
山
林
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
商
工
振
興
＝
商
工
会
と
連
携
し
、
年

２
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
小
売

業
等
店
舗
整
備
支
援
、
旅
館
業
等
施
設
整

備
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
連
担
す
る
区
域
の
街
路
灯
維
持
費
の

軽
減
の
た
め
、
屋
地
商
店
街
の
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
努
め
ま
し
た
。

①
元
気
の
出
る

　
農
林
・
商
工
業
の
町

②
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

平
成
25
年
度
、
26
年
度
の
取
組
状
況

④
財
政
健
全
化
に
よ

　
る
安
定
し
た
行
政

　
サ
ー
ビ
ス
の
町

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
３
月
20
日

（
金
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
、
よ
り
利
用
者

が
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指

し
ま
す
。
今
後
も
よ
り
分
か
り
や
す
く

町
政
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
い
、
各
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ペ
ー
ジ
を
ブ
ッ

ク
マ
ー
ク
（
お
気
に
入
り
登
録
）
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
お
手
数
で
す

が
再
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
秘
書
広
報
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

さ
つ
ま
町
の

ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

３
月
20
日
か
ら

③
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

　
生
き
生
き
と
し
た

　
住
み
た
い
町

４
つ
の

　
戦
略
目
標

実施期間
（Ｈ25～Ｈ28）



②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
に
新
規
で
入
所
す
る
際
の

　
入
所
基
準
が
変
わ
り
ま
す

③
一
定
以
上
の
所
得
者
は

　
利
用
者
負
担
が
２
割
に

　
な
り
ま
す

④
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
の
上
限
額
が
新
設
さ
れ

　
ま
す

第２号
被保険者
28％

第１号
被保険者
22％

国
25％

鹿児島県
12.5％

さつま町
12.5％

介護保険の財源
（利用者負担分

は除く）

８広報さつま９ 広報さつま

　

介
護
保
険
の
財
源
の
負
担
割
合
が
、

40
歳
以
上
の
人
口
比
率
に
よ
り
変
わ
り

ま
す
。

■
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）

　

21
％
↓
22
％
へ
変
更

■
40
歳
か
ら
64
歳
（
第
２
号
被
保
険
者
）

　

29
％
↓
28
％
へ
変
更

　

※
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次
号

　
　

で
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
開
校
予
定
の
再
編
校

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
再
編
準

備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
校
名
に
つ
い
て
は
、
現
小
学
校
の

名
称
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「
盈
進
小
学
校
」
、
「
柏
原
小
学
校
」

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
再
編
校
の
校
歌
・
校
章
も

現
在
の
盈
進
小
学
校
、
柏
原
小
学
校
の

校
歌
・
校
章
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

盈
進
小
学
校
に
再
編
す
る
３
小
学
校

の
制
服
に
つ
い
て
、
再
編
後
は
平
成
28

年
度
入
学
生
か
ら
現
盈
進
小
学
校
の
制

服
を
使
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

柏
原
小
学
校
は
、
現
在
、
再
編
準
備

委
員
会
で
検
討
中
で
す
。

　

再
編
に
伴
う
通
学
の
た
め
の
交
通
機

関
と
し
て
、
通
学
バ
ス
の
運
行
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
盈
進
小
学
校
へ
再
編
す

る
泊
野
小
・
白
男
川
小
・
平
川
小
学
校

区
か
ら
２
系
統
を
、
柏
原
小
学
校
へ
再

編
す
る
紫
尾
小
・
柊
野
小
学
校
区
か
ら

は
１
系
統
を
提
案
し
ま
し
た
。　

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
再
編
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
31
年
４
月
開
校
に
向
け
て
、
再
編

準
備
委
員
会
設
置
要
綱
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

再
編
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
の
運
営
費
は
、
公
費
の
50
％
と
は
別
に
40

歳
以
上
の
方
が
納
め
る
健
康
保
険
料
の
中
の
介
護
納
付
金
と

65
歳
以
上
の
方
が
納
め
る
介
護
保
険
料
が
財
源
と
な
っ
て
お

り
、
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮之城屋地

露地野菜

地域の皆様と一緒に生産向上に取り

組み、地域の活性化につなげたい。

氏　　名
 (敬称略)

所 在 地

経営作目

意気込み

株式会社弐番屋アグリ

代表取締役　今西　和彦（46歳）

　

２
月
12
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
２
経
営
体
が
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
、
農
業

経
営
改
善
計
画
認
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
、

同
日
現
在
で
個
人
経
営
体
１
９
０
、
組
織
経
営
体
36
、
合
計
２
２
６
経
営
体
で
す
。

株式会社弐番屋アグリの皆さん

　１月27日、町長室でさつま町農業後継者
祝金贈呈式が行われました。
　これは、本町に後継者として新規に就農
した方に祝金を交付し、就農意欲の向上と、
優れた農業経営者の育成を図ることにより、
本町の農業の活性化と農村振興に寄与する
ことを目的としたものです。
　本年度は、山口正和さん（茶）、福岡裕
治さん（イチゴ）、山崎博文さん（水稲）、
立田利奈さん（マンゴー）、中園英紀さん
（生産牛）の５人が後継者として就農し、
日髙町長から農業後継者へ励ましの言葉と、
祝金の贈呈が行われました。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
市
町
村
ご
と

に
３
年
間
の
保
険
事
業
に
か
か
る
給
付

費
等
の
総
額
を
推
計
し
て
保
険
料
を
定

め
て
き
ま
し
た
。
第
６
期
計
画
（
平
成

　

原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
方
に
入
所

が
制
限
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
要
介
護

１
、
２
の
方
で
も
、
一
定
の
要
件
の
時

は
、
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

一
定
以
上
の
所
得
者
は
、
利
用
者
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
補
足
給
付
（
施
設
の
食

費
・
居
住
費
）
の
支
給
要
件
に
預
貯
金

等
の
資
産
や
、
非
課
税
年
金
（
遺
族
・

障
害
）
を
収
入
と
し
て
勘
案
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

＊
合
計
所
得
１
６
０
万
円
以
上
で
、
同

一
世
帯
の
第
1
号
被
保
険
者
の
年
金
収

入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が
単
身

世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上

世
帯
３
４
６
万
円
以
上
の
方
。

　

同
じ
月
の
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を

超
え
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利
用

者
負
担
段
階
区
分
（
所
得
な
ど
に
応
じ

た
区
分
）
に
、
現
役
並
み
所
得
者
が
新

し
く
設
け
ら
れ
ま
す
。

＊
同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
の
人
が
い
て
、
年
収
が
単
身
３
８

３
万
円
以
上
、
夫
婦
５
２
０
万
円
以
上

の
方
↓
上
限
額
が
４
４
，
４
０
０
円
。

■
平
成
27
年
４
月
か
ら
（
①
・
②
）

平
成
27
年
度
か
ら

介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す
！！

①
介
護
保
険
料
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

■
第
６
期
さ
つ
ま
町

　
介
護
保
険
事
業
計

　
画
策
定
中

27
〜
29
年
度
）
を
策
定
す
る
た
め
、
町

内
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
、
第

１
号
、
第
２
号
被
保
険
者
を
委
員
と
し

た
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議

を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　

計
画
推
計
で
は
、
認
定
者
数
の
ピ
ー

ク
を
平
成
32
年
と
見
込
ん
で
お
り
、
介

護
費
用
は
増
加
し
続
け
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
第
６
期
で
は
、
65
歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す

が
、
40
歳
以
上
の
第
２
号
被
保
険
者
数

は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
、
財
源
の
確

保
や
事
業
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　

高
齢
の
独
居
者
・
高
齢
夫
婦
等
が
増

え
て
い
く
中
、
在
宅
で
の
介
護
環
境
の

充
実
や
、
介
護
者
の
心
身
の
ケ
ア
、
介

護
、
医
療
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
を

充
実
・
強
化
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。 

※
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
６

期
計
画
中
に
、
軽
度
者
に
対
す
る
介
護

予
防
（
要
支
援
の
方
）
の
分
野
を
含
め

た
新
総
合
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）
の
取
組
に
転
換
す

る
必
要
が
あ
り
、
本
町
で
は
平
成
29
年

度
ま
で
に
移
行
開
始
で
き
る
よ
う
地
域

基
盤
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
つ
ま
町
役
場 

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
６
）

さ
つ
ま
町
の

学
校
再
編
情
報

■
小
学
校
再
編
校
の

　
　
学
校
名
が
決
定
し
ま
し
た

■
再
編
校
の
制
服
が

　
　
決
定
し
ま
し
た

■
通
学
バ
ス
の
運
行
を

　
　
　
　
　
検
討
中
で
す

■
中
学
校
再
編
準
備
委
員
会

　

閉
校
式
及
び
閉
校
記
念
行
事
の
日

　

程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
川
小
学
校　
　

　

平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

○
白
男
川
小
学
校

　

平
成
28
年
３
月
６
日（
日
） 

○
泊
野
小
学
校　
　

　

平
成
28
年
３
月
13
日（
日
）

○
紫
尾
小
学
校

　

平
成
28
年
３
月
20
日（
日
）

○
柊
野
小
学
校

　

平
成
28
年
３
月
20
日（
日
）閉
校
式

　

平
成
28
年
５
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

閉
校
記
念
行
事

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課　

総
務
係

　

☎（
53
）１
１
１
１（
内
線
２
５
１
１
）

新
規
就
農
者
へ
祝
金
を
贈
呈

新
規
認
定
農
業
者
の

紹
介
（
平
成
27
年
２
月
12
日
認
定
）

　認定農業者制度は、意欲ある農業者が「私はこ

の町でこういう農業がやりたい」という考えと、

経営を計画的に改善するために作成した「農業経

営改善計画」を示し、町がその考え方・意欲を認

め、地域全体で経営目標の実現を図るための環境

づくりを進めることを目的としています。

　認定農業者に対しては、関係機関が各種支援策

を集中的・重点的に実施します。

■
平
成
27
年
８
月
か
ら
（
③
・
④
）

＊

＊



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

空
ま
で
響
け 

さ
つ
ま
の
音
色

た
こ 

た
こ 

あ
が
れ

永
野
小
児
童
が
凧
あ
げ
に
挑
戦

４
チ
ー
ム
が
来
町

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

春
季
キ
ャ
ン
プ

町
女
性
大
会

環
境
に
つ
い
て

　
　

学
び
考
え
る

私
有
地
寄
付

知
識
玲
子
さ
ん
に

　

感
謝
状

10広報さつま11 広報さつま

　

１
月
21
日
、
知
識
玲
子
さ
ん

（
宮
之
城
屋
地
）
の
寄
付
に
対
し
、

日
髙
町
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

知
識
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
、
地

域
住
民
の
健
康
増
進
と
福
祉
の
た

め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、
私
有

地
を
町
へ
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
土
地
（
湯
田
）
の

一
部
は
、
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
利
用
者
に
施
設
の
維

持
・
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

１
月
25
日
、
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
主
催
に
よ
る
第
10
回
さ
つ

ま
町
女
性
大
会
が
、
薩
摩
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

今
大
会
で
は
、
さ
つ
ま
本
よ
み
隊

に
よ
る
朗
読
で
始
ま
っ
た
後
、
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
、
ご
み

の
分
別
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
や
、
生
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

と
し
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

を
実
践
し
て
き
た
こ
と
な
ど
、
環

境
問
題
に
対
す
る
活
動
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
川
内
川
の
歴
史
と
川

づ
く
り
」
と
題
し
、
川
内
川
河
川

事
務
所
の
中
島
純
也
専
門
調
査
員

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
る
排
水
が
川
だ
け
で

は
な
く
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、

ま
た
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
各

家
庭
で
出
来
る
こ
と
は
何
な
の
か
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ
で

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
激
励
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
・
県
関
係
者
な
ど

か
ら
選
手
た
ち
を
激
励
す
る
た
め
、

イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
、
キ
ン
カ
ン
、

黒
豚
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
晋
監
督
は
、
「
心
温
ま
る

も
て
な
し
に
感
謝
し
ま
す
。
い
た

だ
い
た
特
産
品
を
パ
ワ
ー
に
変
え

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北

九
州
や
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
、
Ｆ

Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
な
ど
の
チ
ー
ム

も
本
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
チ
ー
ム
の
今
季
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
25
日
、
み
や
ん
じ
ょ
吹
奏

楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
が
宮
之
城

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

15
回
目
と
な
る
今
回
は
、
鶴
田

小
、
盈
進
小
、
町
内
３
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
、
全
国
レ
ベ

ル
の
宮
之
城
吹
奏
楽
団
や
薩
摩
中

央
高
校
吹
奏
楽
部
と
本
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
吹
奏
楽
経
験
者
の
合
同

ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
小
学
生
か
ら
60

歳
代
ま
で
幅
広
い
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
さ
つ
ま
町
10
周
年
と

第
15
回
の
節
目
を
記
念
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
東
日
本

大
震
災
や
日
本
各
地
で
頻
発
す
る

自
然
災
害
か
ら
の
１
日
も
早
い
復

興
を
願
い
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
取
組
と
し
て
、
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
初
の
小

学
校
合
同
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
と
の

共
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
、
薩
摩
中
央
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
吹
奏
楽
経
験
者
に
会

場
案
内
や
受
付
、
バ
ザ
ー
な
ど
の

お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
多
く
の

方
が
関
わ
る
町
の
一
大
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
唱
歌

「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱
し
、
会

場
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
「
吹
奏
楽

の
町
・
さ
つ
ま
町
」
に
ふ
さ
わ
し

い
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
、
永
野
小
学
校
で
児

童
36
人
に
よ
る
凧
あ
げ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
毎
年

凧
あ
げ
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

凧
は
、
冬
休
み
に
家
庭
や
友
だ

ち
な
ど
と
作
り
、
色
々
な
種
類
の

凧
が
揃
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
な
か

な
か
強
い
風
が
吹

き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
児
童
は
校
庭

を
一
生
懸
命
走
り

な
が
ら
時
折
吹
く

風
に
の
せ
て
凧
を

空
高
く
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
は
「
最
初
は
う
ま
く
飛
ば

な
か
っ
た
け
ど
、
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
う
ま
く
飛
ば
せ
て
楽
し
か
っ
た
。

た
こ
が
ク
ル
ク
ル
回
っ
て
面
白
か

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

小緑副会長による開会宣言の様子

町の特産品を受け取ったベガルタ仙台の選手たち

　鶴田小学校４年生の笹原愛夏さ

んが、12月25日から29日まで新潟

市で行われた第23回全国小学生バ

ドミントン選手権大会に出場し、

女子シングルス４年生以下の部で

第５位に入賞しました。

　笹原さんは川内ジュニアバドミ

ントンクラブに所属し、お父さん

が同クラブで指導をされています。

小学１年生からバドミントンを始め、ほぼ毎日練習に励

んでいます。笹原さんは「初めて入賞できたのでうれし

かったです。今回ベスト８だったので、今度は強い人に

勝って優勝できるように頑張っていきたいです」と話し

てくれました。

懸命に走る児童

感謝状を手にする知識さん（左）

初の関東佐志会、大いに盛り上がりました

　

１
月
31
日
、
東
京
都
江
戸

川
区
の
料
亭
寿
賀
多
（
女
将

さ
ん
が
佐
志
出
身
）
に
46
人

が
集
ま
り
、
第
１
回
関
東
佐

志
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
以
前
よ
り
多
く

の
方
々
か
ら
設
立
希
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
有

志
の
音
頭
に
よ
り
念
願
の
開

催
実
現
と
な
り
ま
し
た
。 

　

乾
杯
の
あ
と
は
、
全
員
で

焼
酎
を
あ
お
り
な
が
ら
、
カ

ラ
イ
モ
語
で
「
佐
志
」
を
大

い
に
語
り
、
有
意
義
な
時
間

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
自
己
紹
介
や
、
佐
志
村
の
概
要
書
（
沿
革
）
の
説
明
、

佐
志
の
現
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
展
示
な
ど
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
後
更
に
会
員
を
増
や
し
、
第
２
回
目
以
降
に
繋
げ
て
い
く
予

定
で
す
。
（
写
真…

松
坂
繁
毅
さ
ん
、
文…

宮
里
貢
さ
ん
）

こんな凧作ったよ！

薩摩中央高校・吹奏楽経験者・コーラスの合同ステージ

盈進小吹奏楽部の演奏

表
紙
絵
グ
ラ
ン
プ
リ

薩
摩
中
３
年　

池
山
日
南
子
さ
ん

表
紙
絵
準
グ
ラ
ン
プ
リ

宮
之
城
中
１
年　

早
﨑
愛
花
さ
ん

バドミントン 鶴田小４年

笹原さん

第
１
回

関
東
佐
志
会
盛
大
に
開
催

全国第５位

ひ

な

こ

ま
な
か

まなか



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

力
の
限
り
綱
を
引
く

第
10
回 

さ
つ
ま
町
綱
引
選
手
権
大
会

技
能
五
輪
で
敢
闘
賞

高
等
技
術
専
門
校

　
土
持
さ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と

　  

イ
ス
を
作
っ
た
よ

中
津
川
小
で
出
前
授
業

Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
や

　
　  

ラ
ジ
オ
で
Ｐ
Ｒ

ふ
る
さ
と
ウ
ィ
ー
ク

さ
さ
福
か
ざ
り
が

　
　 

　
町
を
彩
る

初
市
と
百
縁
祭
開
催

林
檎
と
焼
酎
が

　
　
　
恋
を
し
た

林
檎
の
お
酒
完
成
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２
月
２
日
か
ら
８
日
の
１
週
間
、

さ
つ
ま
町
ふ
る
さ
と
ウ
ィ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送
が
地
域
を

盛
り
上
げ
る
取
組
と
し
て
実
施
さ

れ
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
・

人
・
物
な
ど
を
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
デ
ー
タ
放

送
な
ど
で
取
り
上
げ
て
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
す
。

　

日
髙
町
長
も
テ
レ
ビ
の
「
ズ
バ

ッ
と
！
鹿
児
島
」
や
ラ
ジ
オ
の

「
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
マ
イ
ル
」
に
生

出
演
し
、
10
周
年
記
念
式
典
や
町

民
大
会
、
宮
之
城
初
市
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出

演
さ
れ
、
さ
つ
ま
町
づ
く
し
の
１

週
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
盈
進
小
学
校
前
町

道
で
毎
年
恒
例
の
宮
之
城
初
市
と

百
縁
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
市
で
は
、
露
天
商
を
は
じ
め
、

宮
之
城
人
形
の
販
売
や
薩
摩
中
央

高
校
に
よ
る
野
菜
と
花
の
苗
の
販

売
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
っ
翔

べ
！
奥
さ
つ
ま
探
検
隊
と
商
工
会

女
性
部
に
よ
る
さ
つ
ま
の
さ
さ
福

か
ざ
り
の
お
披
露
目
が
、
宮
之
城

屋
地
商
店
街
や
虎
居
商
店
街
の
店

舗
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
『
さ
つ
ま
の
さ
さ
福
か
ざ

り
』
と
は
、
さ
げ
も
ん
と
言
わ
れ
、

着
物
の
端
切
れ
な
ど
で
作
っ
た
飾

り
を
ひ
も
で
つ
な
い
で
輪
に
つ
る

し
た
も
の
で
す
。
女
の
子
の
幸
せ

を
願
う
縁
起
物
で
も
あ
り
、
華
や

か
な
色
合
い
が
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
が
元
気
に

な
る
よ
う
に
と
の
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
初
市
・
百
縁
祭
も
、
さ

さ
福
か
ざ
り
な
ど
の
沢
山
の
イ
ベ

ン
ト
に
よ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
ひ
か
り
別
館
で
林

檎
の
お
酒
フ
ィ
レ
ー
ル
試
飲
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
酒
は
、
友
好
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
青
森
県
鶴
田
町
の

り
ん
ご
「
ふ
じ
」
と
本
町
の
軸
屋

酒
造
の
芋
焼
酎
が
連
携
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
昨
年
夏
に
販
売
さ
れ

た
葡
萄
の
お
酒
フ
ィ
レ
ー
ル
に
続

く
第
２
弾
で
す
。

　

試
飲
会
に
は
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ

北
さ
つ
ま
、
観
光
特
産
品
協
会
、

町
職
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
、

新
商
品
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

軸
屋
酒
造
の
杜
氏
軸
屋
麻
衣
子

さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
地
元
の

物
を
使
っ
て
、
新
商
品
作
り
に
取

り
組
み
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
１
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
４
部
門
に
23
チ

ー
ム
約
２
５
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

小
学
生
は
、
フ
リ
ー
の
部
４
チ

ー
ム
、
２
８
０
㎏
以
下
の
部
に
９

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
先
生
方

が
一
生
懸
命
応
援
す
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

一
般
は
、
男
子
の
部
と
男
女
混

成
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
５
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
混
成

の
部
初
出
場
の
「
時
吉
」
は
、
接

戦
の
末
、
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し

た
が
、
元
気
な
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
出
場
チ
ー
ム
が
昨
年

よ
り
２
チ
ー
ム
増
え
ま
し
た
。
来

年
も
多
数
の
出
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
男
子
（
６
０
０
kg
以
下
）

　

優　

勝　

チ
ー
ム
き
ら
ら(

泊
野)

　

準
優
勝　

平
川
ぼ
っ
け
も
ん

■
一
般
男
女
混
成
（
制
限
な
し
）

　

優　

勝　

泊
野
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

時
吉

■
小
学
生
フ
リ
ー
（
制
限
な
し
）

　

優　

勝　

さ
つ
ま
柏
原

　

準
優
勝　

平
川
魂

■
小
学
生
２
８
０
kg
以
下

　

優　

勝　

時
吉
Ｓ

　

準
優
勝　

ド
リ
ー
ム
佐
志
キ
ッ
ズ

　

11
月
28
日
か
ら
12
月
１
日
、
愛

知
県
で
第
52
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
が
行
わ
れ
、
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
室
内
造
形
科
２
年
・
土
持

弘
聖
さ
ん
（
20
歳
）
が
家
具
部
門

に
出
場
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
大
会
は
、
原
則
23
歳
以
下
の

青
年
技
能
者
が
、
互
い
の
技
能
を

競
い
合
う
全
国
競
技
大
会
で
す
。

　

家
具
部
門
に
は
全
国
か
ら
22
人

が
出
場
し
、
２
日
間
で
約
12
時
間

か
け
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
製
作
を

行
い
ま
し
た
。

　

土
持
さ
ん
は
、
「
金
賞
を
目
指

し
て
い
た
の
で
、
悔
し
い
と
い
う

の
が
一
番
大
き
い
で
す
。
初
め
て

大
き
な
大
会
に
出
て
、
緊
張
し
て

会
場
の
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
」
と
出
場
し
た
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

　

実
家
が
家
具
屋
（
宮
崎
市
）
で
、

学
生
の
頃
、
夏
休
み
の
工
作
で
一

人
だ
け
本
格
的
な
イ
ス
を
作
っ
て

い
き
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
土
持
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
を
伺
う
と
、
「
実

家
に
帰
っ
て
ま
ず
仕
事
を
覚
え
た

い
。
そ
の
後
、
技
能
五
輪
を
目
指

し
、
宮
崎
県
を
代
表
す
る
よ
う
な

家
具
職
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
建
築
工
学
科
訓
練
生
に
よ

る
出
前
授
業
が
、
中
津
川
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近

な
木
材
や
大
工
道
具
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
楽
し
み
な
が
ら
も

の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
中
津
川
小
５
・
６
年

生
児
童
８
人
と
訓
練
生
８
人
に
よ

る
鹿
児
島
県
産
材
を
使
っ
た
休
息

イ
ス
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
専
門
校
の
上
村
教
諭

か
ら
作
業
手
順
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー

（
電
動
工
具
）
を
使
っ
て
ね
じ
を

打
ち
、
順
番
に
材
料
を
組
み
合
わ

せ
、
約
２
時
間
で
休
息
イ
ス
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

児
童
一
人
に
つ
き
訓
練
生
一
人

が
指
導
し
、
最
初
は
お
互
い
遠
慮

が
ち
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
打
ち
解
け
、
冗
談
を
言
っ

た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
製
作
し
て

い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
「
ね
じ
を
打
つ
の
が

最
初
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
と
て
も
い
い
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

みんなでフィレールをＰＲ

ズバッと！鹿児島でＰＲ（写真提供：ＭＢＣ）

フルーティな味わいの
フィレール

　２月12日、鹿児島県庁で平成26年

度いきいき教育活動表彰の表彰式が

行われ、鶴田小学校３年生の岡村

透子さんが表彰を受けました。

　これは、文化活動やスポーツ活動

などで顕著な成果を収めた児童生徒

などに贈られ、昨年８月に東京都で

開催された平成26年度民謡民舞少年

少女全国大会で第３位（民謡小学

１・２・３年生の部）に輝いたこと

などが認められたものです。

　岡村さんは、「東京で行われた民

謡の全国大会に行けたことも楽しか

ったし、今回この賞も受賞できてう

れしかったです。もっとうまくなっ

て１位になれるように頑張っていき

たいです」と話してくれました。

さつまのささ福かざり

宮之城人形も大盛況

力を出し切って倒れ込む選手たち

綱引き開始前の緊張の一瞬

素敵なイスが完成しました

賞状を手にする土持さん

い
き
い
き
教
育
活
動

　
　
　
　
表
彰
受
賞

鶴
田
小
３
年  

岡
村
さ
ん

こ
う
せ
い

り

ん

ご

とうこ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
の
魅
力
凝
縮

フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

２
市
１
町
異
業
種
企
業
と
の
組
織
交
換
会

～
地
域
や
業
種
の
垣
根
を
越
え
た

　
　
　
　
　
広
域
的
な
経
済
交
流
を
～

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

陶
芸
・
色
付
け
を

　
　
　
　
　
体
験

薩
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

地
域
の
も
て
な
し
に

　
　
　
　
大
満
足
！

知って
 得する
知って
 得する

14広報さつま15 広報さつま

　

２
月
13
日
、
町
長
室
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
さ
つ
ま
町

10
周
年
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
が
10
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
日
本
郵
便

㈱
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
の
作
成
を

依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
薩
摩
郵
便
局
の
宮
原

良
治
局
長
並
び
に
宮
之
城
湯
田
郵

便
局
の
三
角
航
洋
局
長
か
ら
、
日

髙
町
長
・
紺
屋
副
町
長
へ
フ
レ
ー

ム
切
手
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
髙
町
長
は
「
市
街
地
の
風
景

や
竹
林
、
新
庁
舎
、
特
産
品
な
ど
、

さ
つ
ま
町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
広
く
活
用
し
、
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

切
手
は
、
限
定
１
０
０
０
シ
ー

ト
で
、
町
内
の
11
郵
便
局
及
び
役

場
企
画
財
政
課
政
策
推
進
係
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
販
売
価
格

　

１
シ
ー
ト　

１
，
２
３
０
円

　

（
82
円
切
手
×
10
枚
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
係

　

電
話
（
53
）
１
１
１
１

　

（
内
線
２
２
２
３
）

　

２
月
６
日
、
本
町
で
操
業
し
て

い
る
金
属
加
工
や
電
子
機
械
関
係

の
製
造
業
等
17
社
を
会
員
と
す
る

「
さ
つ
ま
町
も
の
づ
く
り
企
業
振

興
会
」
と
「
日
置
市
異
業
種
交
流

懇
話
会
」
及
び
「
曽
於
市
立
地
企

業
懇
話
会
」
と
の
組
織
交
換
会
が

さ
つ
ま
町
内
で
行
わ
れ
、
各
会
の

会
員
企
業
等
か
ら
約
70
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
毎
年
度
２
市
１

町
で
持
ち
回
り
開
催
し
て
お
り
、

本
町
で
は
３
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
交
換
会
で
は
、
は
じ
め

に
、
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
見

学
を
行
い
、
続
い
て
、
金
型
部
品

や
家
紋
グ
ッ
ズ
等
を
製
造
・
販
売

し
て
い
る
㈱
ジ
ク
ヤ
精
工
（
軸
屋

敏
宏
代
表
取
締
役
）
と
、
モ
ニ
タ

ー
周
辺
機
器
や
ラ
ッ
ク
製
品
を
製

造
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ

㈱
（
齋
藤
太
誉
代
表
取
締
役
）
の

町
内
企
業
２
社
へ
の
企
業
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ひ
か
り
別
館
で
講
演

会
及
び
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
町
内
で
ブ
ラ
イ

ダ
ル
用
切
り
花
や
葉
物
を
中
心
に

生
産
を
行
っ
て
い
る
、
㈲
南
原
農

園
の
南
原
武
博
代
表
取
締
役
が

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
業
経

営
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、
参
加
者
間
の

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
こ

の
組
織
交
換
会
を
契
機
と
す
る
、

地
域
や
業
種
の
垣
根
を
超
え
た
広

域
的
な
経
済
交
流
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

１
月
24
日
と
２
月
14
日
に
夢
竹

庵
（
山
崎
）
で
、
陶
芸
体
験
・
色

付
け
体
験
が
行
わ
れ
、
塾
生
15
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
陶
芸
体
験
が

初
め
て
の
子
ど
も
も
多
く
、
慣
れ

な
い
作
業
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
何
度
も
や
り
直
し
、
自
分
の

納
得
の
い
く
作
品
に
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
コ
ッ
プ
や
茶
碗
な

ど
の
陶
器
に
も
、
先
人
た
ち
の
発

想
・
美
意
識
・
思
い
が
詰
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
歴
史
や

物
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

異
年
齢
集
団
で
の
活
動
を
通
し
、

協
調
性
・
忍
耐
力
を
身
に
付
け
た

心
豊
か
な
「
さ
つ
ま
っ
子
」
に
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま

す
。

　

２
月
14
日
、
町
観
光
特
産
品
協

会
主
催
の
第
３
回
梅
の
花
咲
く
薩

摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
中
津
川
交
流

館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る

約
10
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
約
２
４
０
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
梅
の
花
は
ま
だ
、
つ
ぼ
み
の

状
態
で
「
花
が
咲
い
て
い
な
く
て

残
念
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　

中
津
川
交
流
館
で
は
、
保
育
園

児
に
よ
る
見
送
り
、
コ
ー
ス
の
大

石
神
社
と
永
江
滝
で
は
、
中
津
川

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ

る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
に

は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
梅
お

こ
わ
や
か
き
あ
げ
、
豚
汁
等
が
提

供
さ
れ
、
食
事
の
合
間
に
は
、
中

津
川
の
若
者
た
ち
に
よ
る
手
踊
り

が
何
度
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

地
元
の
も
て
な
し
に
大
変
満
足
さ

れ
た
様
子
で
し
た
。

講演を行う南原代表取締役

フレーム切手を手にする関係者

永江滝を見学する参加者

フォービステクノ㈱の視察

陶芸体験を行う塾生

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
一
枚
写
真
の
部
」
で

入
選

お
詫
び
と

　
　
訂
正

　

広
報
さ
つ
ま
２
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
17
ペ
ー
ジ　

　

南
九
州
市
か
わ
な
べ
青
の
俳
句

大
会
の
神
上
園
隆
晴
さ
ん
の
作
品

【
誤
】　

　

ス
ル
ー
パ
ス　

　

友
の
シ
ュ
ー
ト
へ  

つ
な
ぐ
道

【
正
】

  

ス
ル
ー
パ
ス
　

　
友
の
シ
ュ
ー
ト
へ 

つ
な
ぐ
夏

■
26
ペ
ー
ジ

　

霧
島
ア
ー
ト
の
森
臨
時
休
園

の
記
事　

２
行
目

【
誤
】　

燻
蒸
（
く
ん
む
）

【
正
】
　
燻
蒸
（
く
ん
じ
ょ
う
）

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
10
回

　

「
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、
み
ん
な
で

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
」
の
掛
け
声
を
も
と

に
、
４
月
か
ら
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て
相
談
業

務
や
消
費
生
活
講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
相
談
受
付
件
数
（
２
月
10
日
現
在
）

　

97
件
（
情
報
提
供
を
含
む
、
昨
年
は
年
間
30
件
）

■
主
な
相
談
内
容

　

健
康
食
品
、
健
康
器
具
（
マ
ッ
ト
等
）
、
住
宅

補
修
工
事
（
屋
根
、
壁
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
な

ど
）
、
送
り
つ
け
商
法
、
電
話
通
信
関
連
な
ど

■
講
座
実
施
回
数

　

53
講
座
（
サ
ロ
ン
、
高
齢
者
大
学
、
職
業
訓
練

校
、
各
種
団
体
な
ど
、
延
べ
１
，
４
６
４
人
、

県
下
一
の
実
績
）

　

講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
忘
れ
や

す
い
の
で
何
回
で
も
聞
き
た
い
」
、
「
実
話
を
話

さ
れ
た
の
で
耳
に
残
っ
た
」
、
「
こ
ん
な
講
座
は

何
回
あ
っ
て
も
い
い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
学
校
関
係
や
子
育
て
中
の
世
代
、
子
育

て
の
終
わ
っ
た
世
代
向
け
の
講
座
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
ご
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
相
談
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

業
者
が
「
消
火
器
を
見
せ
て
」
と
訪
問
し
、
交

換
が
必
要
と
業
務
用
の
消
火
器
を
強
引
に
販
売
し

た
と
、
相
談
・
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

う
ち
２
件
は
家
族
が
す
ぐ
に
契
約
に
気
付
き
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を
し
て
、
払
っ
た
お

金
は
返
金
さ
れ
ま
し
た
。
１
件
は
「
夫
に
電
話
さ

せ
て
と
言
っ
て
何
と
か
断
っ
た
け
ど
、
そ
の
有
無

を
言
わ
せ
な
い
強
引
さ
に
驚
い
た
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

窓
口
で
は
、
返
金
を
見
届
け
、
防
災
無
線
で
注

意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
放
送
を
聞
か
れ
た
民
生

委
員
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
で
被
害
が
出
て
い
な
い

か
確
認
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
マ
ッ
ト
の
訪
問
販
売
で
も
、
一
人

暮
ら
し
の
女
性
が
近
所
に
駆
け
込
み
、
強
引
な
業

者
の
勧
誘
を
断
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
件
は
、

民
生
委
員
さ
ん
と
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
知
ら
せ

を
受
け
た
警
察
か
ら
も
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
動
き
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。　

こ
ん
な
相
談
が

　
　

あ
り
ま
し
た

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
３
３
１
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
３
階
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

一
年
を
振
り
返
っ
て

―
消
火
器
、
健
康
マ
ッ
ト
の
訪
問
販
売
―

☆
来
年
度
の
出
前
講
座　

募
集
中
！

（
さ
つ
ま
町
10
周
年
記
念
切
手
）

入
賞
し
た
広
報
さ
つ
ま
９
月
号
表
紙
写
真

た
か
よ
し



１

１
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　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　   　　   ☎53-1994 　

新着本

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　ＲｅａｄｉｎｇＬｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　たとえ、うまく話せなくても、心

には、言葉を持っているのです。重

度自閉症の著者が「生きる」ことの

本質を鋭く、清冽な言葉でとらえた

珠玉の一冊。

跳びはねる思考　
会話のできない自閉症の僕が

考えていること

キャプテンサンダーボルト  

なんのじゅうたい？

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

【屋地楽習館図書室】

あなぐまアパート

　三輪車で出かけたら、道が大

渋滞になっていた。クレーン

車、ブルドーザー、消防車、清

掃車…。イライラもふっとぶ、

渋滞のゆかいな原因とは？

おはなみ
くすのき しげのり 作

まるやま あやこ 絵

（あかね書房）【絵本】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
役
場

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎（
53
）１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

東田 直樹 著
（イースト･プレス）【一般書】

のりもの日本一周！
小賀野 実 監修・写真

（ポプラ社）【児童書】

あんびる　やすこ 作・絵

（鈴木出版）【絵本】

阿部 和重 著
伊坂 幸太郎 著　
（文藝春秋）【一般書】

　

今
回
は
、
宮
之
城
屋
地
城
之
口
に
あ
る
町

指
定
文
化
財
「
島
津
金
吾
歳
久
の
供
養
塔

群
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

島
津
金
吾
歳
久
は
、
祁
答
院
渋
谷
家
十
三

代
良
重
亡
き
あ
と
の
祁
答
院
領
主
と
な
り
、

虎
居
城
を
居
城
と
し
た
武
将
で
す
。
祖
父
忠

良
公
（
日
新
斎
）
に
は
「
始
終
の
利
害
を
察

す
る
の
智
計
並
び
な
く
…
」
と
評
さ
れ
て
お

り
、
戦
国
時
代
の
島
津
家
に
よ
る
九
州
侵
攻

の
原
動
力
と
な
っ
た
島
津
義
久
公
を
は
じ
め

と
す
る
四
人
兄
弟
の
三
男
で
す
。
後
に
豊
臣

秀
吉
の
命
に
よ
り
、
龍
ヶ
水
で
自
害
に
追
い

込
ま
れ
ま
す
が
、
領
民
か
ら
慕
わ
れ
た
歳
久

公
を
偲
び
、
歳
久
公
を
祭
神
と
す
る
寺
社
が

県
内
各
地
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
宮
之
城
記
』
に
よ
れ
ば
、
正
徳
二
年

（
１
７
１
２
）
に
宮
之
城
島
津
家
第
五
代
久

竹
の
代
に
久
竹
の
長
女
慈
光
院
が
、
昌
英
寺

の
敷
地
内
（
現
在
の
城
之
口
公
民
館
前
）
に

お
堂
を
造
り
、
そ
の
中
に
供
養
塔
を
造
立
し
、

歳
久
が
建
て
た
父
母
や
根
白
坂
の
戦
い
で
戦

死
し
た
養
子
忠
隣
の
墓
を
、
供
養
塔
の
左
右

に
移
転
し
て
祀
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

宮
之
城
島
津
家
第
二
代
忠
長
の
娘
で
虎
居
城

に
住
ん
で
い
た
松
巌
昌
英
大
姉
の
墓
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
昌
英
寺
住
職
逸
文
が
托
鉢

に
回
っ
て
得
た
お
金
で
元
文
五
年
（
１
７
４

０
）
に
お
堂
の
中
に
新
し
く
作
り
替
え
て
祀

っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
に
こ
こ
へ

寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
供
養
塔
群

入
り
口
の
左
側
に
は
、
供
養
塔
を
建
て
た
と

さ
れ
る
慈
光
院
の
墓
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑱

よかとこ再発見

【こども図書館～えほんの森～】

オームラ トモコ 作 

（ポプラ社）　【絵本】

★返し忘れている本、ありませんか？？

「
子
ど
も
が

変
わ
っ
た
!?
」

　

子
ど
も
は
、
自
ら
育
つ
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
発
達
の
道
筋
を

経
て
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。
で
も
、

そ
ん
な
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
き
た
子

ど
も
の
育
つ
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
、
普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
、
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が

今
の
子
ど
も
た
ち
。

　

子
ど
も
の
体
に
変
化
が
お
き
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
、
何
の
異
常

も
な
い
の
に
、
関
節
や
筋
肉
の
柔
軟
性

が
な
く
、
硬
か
っ
た
り
、
逆
に
柔
ら
か

過
ぎ
た
り…

…

。

　

そ
の
影
響
で
子
ど
も
は
、
自
分
の
体

で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
動
か
せ
な
い
不

便
さ
や
不
自
由
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

笑
い
た
く
て
も
、
お
っ
ぱ
い
が
飲
み

た
く
て
も
、
食
べ
た
く
て
も
、
顔
の
筋

肉
が
う
ま
く
動
か
せ
な
い
子
ど
も
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
不
便
さ
や
不
自
由
さ
を
抱
え

て
い
る
そ
の
こ
と
が
、
子
ど
も
自
身
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
周
り
の
大
人
が
気
付
き
、

手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち

が
そ
の
子
ら
し
く
輝
け
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
遊
ぶ
場
所
の
減
少
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
、
便
利
に

な
っ
た
世
の
中
で
、
体
を
つ
か
う
機
会
が

減
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
便
利
な
育
児
グ
ッ
ズ
が
溢
れ
て

お
り
、
子
ど
も
の
発
達
に
即
し
た
も
の
を

選
ぶ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
周
り
の
大
人

が
手
立
て
を
も
っ
て
、
予
防
し
た
り
、
気

づ
い
て
誰
か
に
相
談
で
き
る
環
境
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
少
し
で
も
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
育
ち
を
応
援
し
、
子
育
て
中
の
親
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
場
と
し
て
、
各
種
健
診
・

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場

窓
口
で
は
常
時
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　３月に入ると、進学や就職などで引越しをされる方が多くなります。お引越し予定の方、返却してい
ない図書室の本はありませんか？荷造りの前にぜひ一度、ご確認ください。返却期限を過ぎていても構
いません。閉館時間や休館日のときは、各図書室に設置してあるブックポストをご利用ください。また、
図書室の本を紛失されたり破損されたりした場合は、お早めに借りられた図書室へご連絡ください。
　図書室の本は、町民皆様のものです。大切に取り扱ってくださるようお願いします。　

一般書 ベスト３

児童書 ベスト３

「夢を売る男」
　百田 尚樹 著 （太田出版）

「白蓮れんれん」
　林 真理子 著 （中央公論社）

３

２

「アナと雪の女王」
　角川アニメ絵本
　（KADOKAWA／角川書店）

「かいけつゾロリの
めいたんていとうじょう」
　原 ゆたか 作・絵 （ポプラ社）

「ほねほねザウルス １１
 だいぼうけん！ボコボコン・ホール」
　ぐるーぷ・アンモナイツ 作・絵
　カバヤ食品㈱　原案・監修 （岩崎書店）

「となりのトトロ （徳間アニメ絵本）」
　宮崎 駿 原作 （徳間書店）

３

２

左から歳久の父、島津忠隣、歳久、松巌昌英大姉、歳久の母

慈光院の墓

平成26年４月～平成27年２月の間、最も貸し出しが多
かった図書をご紹介します！気になる本がありました
ら、図書室で手に取ってみてください♪

■
町
で
は
、

　
　

相
談
を
受
付
中
で
す

島
津
金
吾
歳
久
の
供
養
塔
群

「うちの３姉妹 １６」
　松本ぷりっつ 著 （主婦の友社）

平成２６年度 「最も読まれた本」発表！！

せいれつ

し

ま

づ

き

ん

ご

と

し

ひ

さ

く

よ

う

と

う

ぐ

ん

ま
つ

た
く
は
つ

し
の
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心
配
ご
と
相
談
所

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
　

手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
等
の

手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
　

手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
等
を
お
持
ち
の

方
へ
（
課
税
の
お
知
ら
せ
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
就
業
・
入
会
説
明
会
」

　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

ダ
ニ
に
ご
注
意
を
！！

発
生
の
ピ
ー
ク
は

　
春
か
ら
で
す

消
防
団
員
募
集

～
女
性
も
入
団
で
き
ま
す
～

「
さ
つ
ま
町
観
光

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

（
さ
つ
ま
ガ
イ
ド
）
の
募
集
！

健
康
診
査
日
程
【
３
・
４
月
分
】

■
お
知
ら
せ

■
募 

集

18広報さつま19 広報さつま

　　

本
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
「
就

業
・
入
会
説
明
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
仕
事
内
容
や
派
遣
企

業
に
お
け
る
就
業
内
容
の
説
明

会
も
あ
り
、
希
望
者
は
相
談
会

も
あ
り
ま
す
。
元
気
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　

　

３
月
12
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

　

（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

■
場
所
　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館　

い
き

　

い
き
学
習
室

■
入
場
料
　

　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　
　
ダ
ニ
類
は
日
本
国
内
の
ど
こ

に
で
も
、
ま
た
思
っ
た
よ
り
も

身
近
に
い
ま
す
‼

　
公
園
や
川
原
な
ど
も
生
息
地

帯
で
す
。

　

人
が
野
外
作
業
や
農
作
業
、

レ
ジ
ャ
ー
等
で
生
息
場
所
に
立

ち
入
る
こ
と
で
ダ
ニ
類
や
ツ
ツ

ガ
ム
シ
類
に
咬
ま
れ
、
そ
れ
ら

が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
保

有
し
て
い
る
場
合
、
咬
ま
れ
た

人
が
病
気
を
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
マ
ダ
ニ
等
が
媒
体

す
る
様
々
な
感
染
症

・
「
日
本
紅
斑
熱
」

・
「
つ
つ
が
虫
病
」
　

・
「
重
症
熱
性
血
小
板
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
な
ど

■
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

①
草
む
ら
や
藪
な
ど
、
マ
ダ
ニ

の
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合

に
は
、
な
る
べ
く
肌
を
露
出
し

な
い
。

　

長
袖
の
服
、
長
ズ
ボ
ン
、
足

を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど
を
着
用

す
る
。

②
屋
外
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に

咬
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③
帰
宅
後
は
す
ぐ
入
浴
し
、
体

を
よ
く
洗
い
、
新
し
い
服
に
着

替
え
る
。
着
て
い
た
服
は
す
ぐ

に
洗
濯
す
る
か
、
屋
外
で
天
日

干
し
す
る
。

■
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら

①
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付

い
た
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
医

療
機
関
で
処
置
す
る
と
と
も
に
、

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱

等
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

②
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
と
気
付
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
野
外

で
活
動
し
た
数
日
後
に
疑
わ
し

い
症
状
（
発
熱
、
発
疹
等
）
が

現
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
「
野
山
等
に
出
か

け
た
」
又
は
「
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

た
か
も
し
れ
な
い
」
こ
と
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　　

消
防
団
は
、
地
域
で
発
生
し

た
火
災
の
消
火
活
動
や
地
震
・

風
水
害
な
ど
各
種
災
害
対
応
は

も
ち
ろ
ん
、
災
害
の
予
防
広
報

活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
現
在
４
３
２
人

が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
が
、
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
る
定
数
に
満
た
な
い
分
団

も
あ
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の

低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た
ち

で
守
る
」
た
め
、
あ
な
た
も
消

防
団
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
団
資
格

　

18
歳
以
上
で
、
町
内
に
居
住

又
は
勤
務
す
る
方
で
あ
れ
ば
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
。
※
定
数
に

達
し
て
い
る
分
団
へ
は
、
入
団

出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部　

消
防
団
係

　

☎
（
52
）
０
１
１
９

　　

さ
つ
ま
ガ
イ
ド
（
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
で
は
、
町
の
観
光

名
所
（
史
跡
・
産
業
・
自
然
・

温
泉
・
食
な
ど
）
を
観
光
客
の

皆
さ
ん
へ
案
内
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

現
在
、
16
人
の
登
録
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動
内
容

　

さ
つ
ま
町
の
観
光
名
所
（
史

跡
・
産
業
・
自
然
・
温
泉
・
食

な
ど
）
の
ガ
イ
ド
や
勉
強
会
な

ど
。

■
年
会
費
　

　

１
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
　

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
）
を
、
電
話
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
観
光
特
産
品
協
会

　

（
宮
之
城
鉄
道
記
念
館
内
）

　

☎
（
53
）
０
５
２
５

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
７
生
）
健
診

　

３
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
７
生
）
育
児
相
談

　

３
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
１
生
）
健
診

　

３
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
12
生
）
歯
科
健
診

　

４
月
２
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

４
月
３
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
11
生
）
健
診

　

４
月
８
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付　

・
３
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

・
４
月
13
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布　

　

３
月
18
日
（
水
）

　

３
月
25
日
（
水
）

　

４
月
２
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

４
月
10
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車

し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
今
春
卒
業
す
る
学
生

が
使
用
し
て
い
る
バ
イ
ク
等
の

売
買
に
よ
る
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
作
業
用
と
し
て
使

用
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン
及
び

ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
「
小
型
特
殊

自
動
車
」
に
該
当
し
ま
す
。
町

の
標
識
（
緑
色
ナ
ン
バ
ー
）
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
申
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課　

町
民
税
係

　

（
内
線
２
１
１
２
）

・
鶴
田
支
所　

税
務
係

　

（
内
線
４
２
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

税
務
係

　

（
内
線
６
１
１
５
）

　　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

に
対
し
て
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
及
び
経
過
的
福
祉
手
当

の
額
が
、
平
成
27
年
4
月
分
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当　

　

月
額
２
６
，
６
２
０
円　
　

　
　
　
　

（
＋
６
２
０
円
）

■
障
害
児
福
祉
手
当　

　

月
額
１
４
，
４
８
０
円　
　

　
　
　
　

（
＋
３
４
０
円
）

■
経
過
的
福
祉
手
当
　

　

月
額
１
４
，
４
８
０
円　

　
　
　
　

（
＋
３
４
０
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
５
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
４
）

　　

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
支
給
さ

れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
、

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。

　

改
定
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
全
部
支
給
　

　

月
額
４
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
＋
９
８
０
円
）

■
一
部
支
給　

　

月
額
４
１
，
９
９
０
円

　
　
　
　

（
＋
９
８
０
円
）　

　
　
　

〜
９
，
９
１
０
円

　
　
　
　

（
＋
２
３
０
円
）

　　

身
体
又
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
監
護
さ
れ
る
方
に
支

給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
、
平
成
27
年
４
月
分
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
１
級
　

　

月
額
５
１
，
１
０
０
円

　
　

（
＋
１
，
２
０
０
円
）

■
２
級
　

　

月
額
３
４
，
０
３
０
円

　
　
　
　

（
＋
８
０
０
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
２
）

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　   106件

　運んだ人     103人

◆内 訳

　急　　病 75件 71人

　交通事故  4件  5人

　そ の 他 27件 27人

◆発生件数　　0件

１月の火災・救急情報



お
便
り
紹
介

平
成
27
年
度
　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
日
程

年
金
相
談
（
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

広
　
告

広
　
告

広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/３月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

年
11
月
中
旬
、
上
は
80
歳
か

ら
下
は
65
歳
の
兄
弟
５
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夫
人
同
伴
（
計
８
人
）

で
、
２
泊
３
日
の
紅
葉
の
京
都
観
光
。

皆
が
歩
け
る
元
気
な
う
ち
に
と
、
上

か
ら
４
番
目
の
兄
の
提
案
で
実
現
し

ま
し
た
。
鹿
児
島
・
東
京
・
埼
玉
か

ら
京
都
に
集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
顔

合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
。
兄
弟
が
多

い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
団
体
で

す
。

　

こ
う
し
て
皆
元
気
で
健
康
を
確
か

め
合
い
、
や
や
早
い
感
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
紅
葉
の
京
都
を
満
喫
し
ま

し
た
。
兄
弟
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
賑

や
か
に
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
苦
し
い
時
代
に
育
て

頑
張
っ
て
く
れ
た
両
親
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
中
で
一
番
の
健
脚
は
、
80
歳

の
兄
で
、
日
頃
の
散
歩
や
立
哨
が
さ

す
が
に
も
の
を
い
っ
た
よ
う
で
す
。

や
は
り
、
普
段
歩
く
こ
と
が
ど
ん
な

に
大
事
か
、
健
康
に
良
い
か
実
証
さ

れ
ま
し
た
。

　

宮
之
城
を
離
れ
約
45
年
、
時
々
80

歳
の
兄
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
広
報

さ
つ
ま
」
を
読
み
、
懐
か
し
く
感
じ

る
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
二
ツ
木　

堅　

男
性
）

　

「
広
報
さ
つ
ま
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旅

行
さ
れ
た
内
容
は
、
１
月
号
で
も
少

し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

兄
弟
揃
っ
て
の
旅
行
、
う
ら
や
ま
し

い
で
す
ね
。
（
秘
書
広
報
係　
　

）

っ
て
も
か
わ
い
ら
し
い
さ
つ

ま
る
ち
ゃ
ん
弁
当
に
ビ
ッ
ク

リ
！
頭
の
部
分
は
、
本
当
に
た
け
の

こ
で
で
き
て
い
る
の
で
す
ね
。
し
か

も
、
も
ち
ろ
ん
さ
つ
ま
町
産
⁉
町
木

の
モ
ミ
ジ
、
特
産
品
の
い
ち
ご
、
そ

し
て
竹
の
皮
の
お
弁
当
箱
。
随
所
に

工
夫
の
あ
と
が
見
ら
れ
、
感
動
し
ま

し
た
。
ホ
ン
ト
に
食
べ
る
の
が
も
っ

た
い
な
い
で
す
ね
！！

　

で
も
食
べ
て
み
た
い
な
ぁ
〜
。

　

（
ゆ
〜
み
ん
マ
マ　

54
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

２
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
弁
当
」
。
取

材
で
お
伺
い
し
間
近
で
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
か
わ
い
い

し
、
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

※
文
章
は
、
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

昨

と

花 濵

　　　

銃
砲
刀
剣
類
（
※
１
）
を
発
見
又
は

拾
得
し
、
警
察
署
に
発
見
届
の
手
続
き

後
（
※
２
）
、
警
察
か
ら
「
発
見
届
出

済
証
」
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
次
の
日

程
で
登
録
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
指
定

の
会
場
に
て
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
審
査
日

　

年
５
回
、
３
月
を
除
く
奇
数
月
の
第

　

２
火
曜
日
で
す
。

　

①
５
月
12
日　

②
７
月
14
日

　

③
９
月
８
日　

④
11
月
10
日

　

⑤
平
成
28
年
１
月
12
日

■
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

　

午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

■
会
場

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
‐
８

　

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館　

１
階
音
楽

　

室
兼
視
聴
覚
室

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
２
６

■
登
録
に
必
要
な
書
類
等

　

銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）
の
ほ
か
に

（
１
）
新
規
登
録
の
場
合
　

　

①
発
見
届
を
し
た
と
き
、
警
察
署
か

　

ら
交
付
さ
れ
た
「
発
見
届
出
済
証
」

　

②
登
録
申
請
手
数
料　
　
　
　
　
　

　
　

１
件
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
２
）
登
録
証
の
再
交
付
の
場
合

　

①
再
交
付
申
請
書

　

②
旧
登
録
証
（
お
持
ち
の
場
合
の
み
）

　

③
再
交
付
手
数
料　
　
　
　
　
　
　

　
　

１
件
に
つ
き
３
，
５
０
０
円

（
３
）
登
録
証
の
差
替
交
付
の
場
合

　

①
差
替
交
付
申
請
書

　

②
旧
登
録
証

■
注
意
事
項

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
銘
文
等
の
確

認
の
た
め
銃
砲
刀
剣
類
の
分
解
審
査
が

必
要
で
す
。

　

分
解
は
登
録
審
査
委
員
が
行
い
ま
す

が
、
分
解
の
際
、
物
件
の
保
存
状
態
に

よ
っ
て
は
、
破
損
が
生
じ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
承
諾
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
分
解
し
て
お
持

ち
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
事

前
連
絡
が
必
要
で
す
）

※
１　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
価

値
の
あ
る
火
縄
式
銃
砲
等
の
古
式
銃
砲

又
は
、
美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀

剣
類
。

※
２　

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
又
は
拾
得

さ
れ
た
方
で
、
届
出
を
行
っ
て
い
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
で
発
見
届
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を

し
な
い
で
所
持
す
れ
ば
、
不
法
所
持
で

処
罰
さ
れ
ま
す
。　

　

な
お
、
審
査
で
美
術
的
価
値
が
な
く

登
録
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
刀
剣
類

及
び
登
録
を
断
念
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
持

参
し
て
、
廃
棄
処
分
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課　

指
定

　

文
化
財
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

　　　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
の
『
移
動
年
金
相
談
所
』
を

開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
の

で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質
問
や
相

談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏

名
（
旧
姓
）・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
鶴
田

支
所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書
類
を
事

前
に
川
内
年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
と
委
任
を
受
け
た
方
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
川
内
年

金
事
務
所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.htm
l

・
川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

　

※
自
動
音
声
案
内

■
相
談
日
時
　

　

３
月
24
日
（
火
）　

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場　

鶴
田
中
央
公
民
館

■
申
込
期
日
　

　

３
月
17
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係

　

（
内
線
４
１
１
２
）



周年

ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年３月６日生

ちゃん田野 翔生

両親から一言

父　優　也 さん

母　満　美 さん

た の しょうせい

東町公民会

明るく元気に

　　　育ってね！！

２月子牛せり市結果　期日：２月３日(火)～４日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 263 160,494,000 947,000 610,243 276

295

286

618,170

614,649

864,000

947,000

203,378,000

363,872,000

329

592

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対１月分）

  34,047円高値

 20,692円高値

　26,643円高値

22広報さつま23 広報さつま

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
16
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

３
町
連
携

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

きりとり線

　

平
成
の
合
併
前
に
お
い
て
は
、
郡

単
位
の
行
政
事
務
の
連
携
を
と
る
た

め
の
町
村
組
織
（
例…

薩
摩
郡
内
に

７
町
４
村
の
薩
摩
郡
町
村
会
）
が
あ

り
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
っ
て
１
郡

１
町
に
な
り
、
連
携
組
織
も
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

合
併
し
て
10
年
を
迎
え
る
中
で
、

時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
新
た
な
課
題

も
発
生
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
判
断
、
決
定
し
、

そ
の
責
任
を
持
ち
、
ま
ち
の
実
情
に

沿
っ
た
行
政
を
展
開
し
て
い
く
と
い

う
地
方
分
権
社
会
に
入
っ
て
は
い
ま

す
が
、
相
互
に
共
通
し
た
課
題
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
比
較
的

地
理
の
近
い
出
水
郡
長
島
町
、
姶
良

郡
湧
水
町
と
本
町
の
３
町
に
よ
る
県

北
部
地
域
の
一
郡
一
町
行
政
連
絡
会

議
「
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議
」

を
昨
年
１
月
設
立
。
年
１
回
情
報
交

換
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
の
研
修
・
交
流
会
な
ど
、

特
に
こ
れ
か
ら
は
「
地
方
創
生
事

業
」
を
中
心
に
、
共
通
の
行
政
課
題

解
決
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
28
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

【応募締切】

  ３月25日(水)消印有効

プレゼント

お便りをお寄せくださった方
の中から、５人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

読者プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

・
更
生
保
護
女
性
会

町長の動静 （平成27年１月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

松
尾
　
龍
信
　
　 

弘
人
　 

海
老
川

柳
田
　
理
実
　
　 

道
輝
　 

麓

石
橋
　
咲
梨
　
　 

昂
大
　 

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

南
　
亜
梨
紗
　
　 

和
成 

　
轟
原

若
森
　
心
優
　
　 

佑
紀
　 

京
塚
原

田
野
尻
明
花
　
　 

佑
介 

　
東
谷

朝
倉
　
心
愛
　
　 

豪
太
　 

市
場

中
囿
　
睦
正
　
　 

勝
彦 

　
下
平
川

松
下
　
笑
真
　
　 

昇
悟
　 

弓
之
尾

上
谷
宗
士
朗
　
　 

知
寛 

　
船
木
下

下
長
野
紘
佑
　
　 

卓 

　
　
尾
原

東
新
　
昊
花
　
　 

己
幸
　 

町
頭

土
山
　
輔
久
　
　 

和
也 

　
愛
宕

小
田
　
修
雅
　
　 

英
明 

　
一
ツ
木

川
﨑
　
朱
里
　
　 

俊
一 

　
五
日
町

小
坂
　
健
琉
　
　 

清
輝 

　
東
谷

女 女 女 男女女女女 男男男女男男女男

む
つ
ま
さ

な
か
ぞ
の

え

ま

ま
つ
し
た

そ
う
じ
ろ
う

う
え
た
に

こ

は

る

と
う
し
ん

こ
う
す
け

し
も
な
が
の

た

す

く

つ
ち
や
ま

し
ゅ
う
が

お

だ

あ

か

り

か
わ
さ
き

た

け

る

こ

さ

か

ま

つ
お

り
ゅ
う
し
ん

あ

り

さ

み
な
み

あ

す

か

た

の

し

り

み
ゆ
う

わ
か
も
り

え

み

り

い
し
ば
し

あ
さ
く
ら

こ

あ

り

み

や
な
ぎ
た

さつまる facebookfacebookで町を
ちゃんが

ＱＲコードを読み
取れる方はこちらから→

小
野
原
イ
ソ
子
88
　
東
町

上
牧
瀬
幸
子
　
81
　
湯
田
下

鬼
塚
　
佳
子
　
60
　
新
田

前
田
　
仁
　
　
84
　
布
田

日
高
　
弘
光
　
84
　
下
平
川

野
　
由
美
子
　
62
　
東
湯
田
原

松
﨑
　
睦
男
　
82
　
船
木
西

宮
里
安
産
男
　
83
　
豆
漬

東
郷
　
辰
己
　
85
　
西
町

二
階
堂
静
子
　
90
　
東
谷

上
之
原
秋
滿
　
84
　
下
京
塚
原

花
北
　
和
弘
　
62
　
新
町

山
口
　
末
次
　
81
　
仮
屋
原

岸
良
　
房
子
　
82
　
浅
井
野

宮
脇
　
艶
子
　
93
　
角
郷

川
原
　
東
園
　
81
　
西
手

　
瀬
　
正
已
　
71
　
東
谷

冨
滿
　
　
子
　
80
　
紫
尾
中

室
屋
　
宮
城
　
92
　
湯
田
中

山
下
　
朋
江
　
44
　
山
崎
中

本
田
　
幸
子
　
79
　
東
町

白
川
田
ム
ツ
　
92
　
広
瀬

上
之
原
美
昭
　
87
　
諏
訪
下

有
村
　
辰
良
　
70
　
あ
な
が
わ

久
保
　
晶
　
　
92
　
大
薄
上

中
間
　
和
夫
　
58
　
時
吉
中
城

副
　
ヨ
シ
　
　
91
　
鶴
田
町

河
野
ハ
ル
ヱ
　
94
　
橋
掛

さつまるちゃんfacebookを開始しました。

さつま町イメージキャラクター「さつまる

ちゃん」が出演したイベントなどさつま町

の情報をfacebookから

発信していきます。

1
日

　
　
４
日  

    

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

　
　

９
日

　
　
11
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

16
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　
25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　
　
　

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　
31
日

（
木
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

第
62
回
新
春
泳
ぎ
初
め

町
成
人
式
（
男
子
１
９
６
人
・
女
子
１
１
７
人　

計
３
１
３
人
）

平
成
27
年
仕
事
始
め
式
（
本
庁
、
消
防
署
、
鶴
田
・
薩
摩
支
所
）　

町
内
官
公
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ
回
り

来
客
対
応
（
日
特
社
長
・
県
議
・
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
同
朋
保
育
園
園
長
・
宮
之
城
病
院
理
事
長
）

子
牛
せ
り
市　

県
庁
・
県
議
会
・
県
警
本
部
・
県
町
村
会
ほ
か
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
鹿
児
島
市
）

県
観
光
連
盟
新
年
互
礼
会
（
鹿
児
島
市
）

県
北
薩
地
域
振
興
局
・
税
務
署
・
法
務
局
・
河
川
事
務
所
ほ
か
官
公
庁
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
薩
摩
川
内
市
）

町
内
立
地
企
業
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
15
社
）

町
内
立
地
企
業
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
16
社
）　

来
客
対
応
（
九
州
電
力
副
社
長
・
郷
土
史
研
究
会
長
）

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
入
賞
報
告　

▽
職
員
等
新
年
交
流
会

町
消
防
出
初
式
・
各
分
団
出
初
式
祝
賀
会
（
湯
田
・
鶴
田
・
神
子
各
分
団
）

水
道
事
業
入
札　

▽
県
町
村
会
幹
事
会
来
庁
対
応　

▽
川
内
川
屋
形
船
乗
船
体
験

北
薩
空
港
幹
線
道
路
・
国
道
３
２
８
号
・
川
内
川
環
境
整
備
九
州
地
方
整
備
局
長
要
望

県
福
岡
事
務
所
観
光
Ｐ
Ｒ
等
訪
問
（
15
日
ま
で　

福
岡
市
）

職
員
朝
会　

▽
課
長
会
・
庁
議　

▽
木
原
晃
一
先
生
旭
日
双
光
章
受
勲
を
祝
う
会

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
せ
会
（
鹿
児
島
市
）

交
通
安
全
一
万
人
街
頭
立
哨　

▽
森
林
組
合
系
統
運
動
推
進
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

来
客
対
応
（
吉
玉
精
鍍
社
長
）

日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
優
良
金
賞
受
賞
祝
賀
会

当
初
予
算
町
長
査
定
（
23
日
ま
で
）　

▽
水
道
事
業
入
札

人
･
農
地
プ
ラ
ン
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
交
流
会

議
会
全
員
協
議
会

課
長
会　

▽
平
成
26
年
度
事
業
現
地
調
査　

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
第
10
回
女
性
大
会

臨
時
議
会
（
議
案
２
件
）　

▽
寄
付
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈　

日
特
宮
之
城
工
場
自
衛
消
防
隊
出
初
式

農
業
後
継
者
祝
金
贈
呈
式　

▽
町
茶
生
産
協
会
通
常
総
会

電
源
開
発
㈱
南
九
州
電
力
所
へ
の
要
望
活
動
（
人
吉
市
）

町
校
長
会
研
修
町
長
講
話

県
知
事
と
町
村
長
と
の
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
（
鹿
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

市來　璃乃
い ち き り の

さん
求名小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,604人（ -24人） 

　男　　10,486人（   0人）

　女　　12,118人（ -24人）

    世帯数　9,708世帯

 転入    34人　転出　  38人

 出生　  15人　死亡    35人

 （平成27年２月１日現在）

     （　）は前月対比

心も体も助けるたくましい医者を目指します
　私の将来の夢は、医者になることです。
　私が医者を目指すきっかけは、祖父が少しの間、入院したこと
でした。お見舞いに行ったとき、病院には色々な人が寝ていまし
た。子どもから高齢者まで、予想を超える多くの人がたくさんい
ました。これを見て、私は医者の大変さがよく分かり、そして、
そのがんばるたくましい医者を目指したいと思いました。私は、
心も体も助けるたくましい医者になります。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

３　月

４　月

３　月

４　月

8日

15日

21日

22日

29日

5日

12日

薩摩郡医師会病院

鬼丸整形外科

林田内科

相良医院

木原医院

立志病院

薩摩郡医師会病院

５３－０３２６

５６－８８１１

５３－１１７７

５３－０１６０

５２－２７００

５５－９１１９

５３－０３２６

8日

15日

21日

22日

29日

5日

12日

青空薬局

きりん薬局

ウチ薬局

うさぎ薬局

みやんじょ薬局

フタヤ薬局

青空薬局

５２－０１０１

５２－２０３３

５３－００６３

５２－４１１６

５２－４６５０

５９－２０３３

５２－０１０１
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☎
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